
防
災
訓
練
に
参
加

し
ま
し
ょ
う

12
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時

こ
の
日
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。

防
災
訓
練
に
引
き
続
き
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

１２
月
５
日
（
日
）
正
午
か
ら

■
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
く
ら
ぶ
・
イ
ベ
ン
ト
部
会

・
餅
つ
き
大
会

・
木
工
教
室

■
原
ブ
ロ
ッ
ク
・
福
祉
ま
つ
り

・
焼
き
そ
ば
な
ど
の
お
店

～
年
が
明
け
た
ら
～

新
年
会

１
月
16
日
（
日
）
正
午
か
ら

学
部
新
設
記
念
シ
ン
ポ
で
藤
谷
氏
が
講
演

第
６
回
班
長
会
議
議
事
録
（
抄
）

 
 

９

月
４
日
午
後
７
時
、
欠
席
３
名

陪
席
者
＝
子
供
会
・
江
崎

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・
中
山

１
、
町
会
長
挨
拶
（
活
動
報
告
＝
別
掲
）

２
、
連
絡
事
項

一

宅
地
造
成
に
つ
い
て
（
中
山
）

（
別
途
２
頁
に
詳
報
し
ま
し
た
。）

二

第
１
回
自
主
防
犯
連
絡
会
（
大
内
）

・
パ
ト
ロ
ー
ル
は
す
で
に
４
回
実
施
し
た
。

・「
防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
」」
子
ど
も
１
１
０
番
」

が
で
き
ま
し
た
。
協
力
者
に
配
布
し
て
く

だ
さ
い
。

３
、
審
議
事
項

一

運
動
会
の
準
備
に
つ
い
て
（
佐
藤
）

＝
終
っ
た
こ
と
で
す
が
、
大
事
な
協
議
事

項
に
つ
い
て
記
録
し
ま
す
。

・
お
手
伝
い
の
依
頼
と
、
昨
年
担
当
の
調
査
、

70
歳
以
上
の
方
へ
の
ご
案
内
の
回
答
、
９

月
17
日
ま
で
に
ポ
ス
ト
へ
。

・
リ
レ
ー
出
場
希
望
者
調
査
回
覧
結
果
、
次

回
班
長
会
議
で
提
出
す
る
。

・
協
議
、
確
認
事
項

 
 
➀

場
内
禁
煙
の
実
施
…
承
認

➁

抽
選
方
法
の
変
更
、
６
等
以
下
は
予
め

昼
時
間
に
抽
選
を
す
ま
せ
る
…
承
認

③
競
技
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
…
承
認

④
軽
ト
ラ
の
確
保
…
協
力
申
出
あ
り

⑤
届
け
出
や
挨
拶
ま
わ
り
…
了
解

・
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

二

幹
線
道
路
清
掃
に
つ
い
て
（
池
田
）

・
９
月
５
日
実
施
し
ま
す
。
事
故
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

４
、
そ
の
他
（
宮
武
）

一

敬
老
会
に
つ
い
て

・
９
月
26
日
に
行
い
ま
す
、
と
、
式
典
や
演

芸
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
。
お
手
伝
い
等

に
つ
い
て
町
会
に
協
力
を
依
頼
。

二

東
京
駅
行
高
速
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

・
９
月
１
日
運
行
開
始
。
号
外
を
発
行
し
た
。

第
１
便
は
原
で
乗
る
人
は
い
な
か
っ
た

が
、
第
２
便
に
大
内
町
会
長
が
乗
車
し
ま

し
た
。 

 

■
記
録

文
書
係

高
松

（１）                 上 志 津 原 た よ り               第３６１号

第
7
回
班
長
会
議
議
事
録
（
抄
）

 
 

10

月
2
日
午
後
７
時
、
欠
席
１
名

 
 
 
 

陪
席
者
＝
子
供
会
・
坂
本

１
、
町
会
長
挨
拶
（
活
動
報
告
＝
別
掲
）

２
、
審
議
事
項

一

運
動
会
の
準
備
に
つ
い
て
（
佐
藤
）

・
日
程

10
日
（
日
）、
グ
ラ
ン
ド
草
刈
り

15
日
（
金
）、
競
技
用
具
の
借
入
れ

16
日
（
土
）、
前
日
準
備
。
入
場
ゲ
ー
ト
、

芳
名
板
、
ポ
ー
ル
、
ト
イ
レ
、
得
点
ボ

ー
ド
設
置
。
賞
品
仕
分
け
作
業
等
。

17
日
（
日
）、
当
日
準
備
。
白
線
、
ロ
ー

プ
、
入
場
ゲ
ー
ト
の
花
設
置
。
テ
ン
ト
、

机
の
運
び
込
み
等
。

18
日
（
月
）、
競
技
用
具
の
返
却
、
仮
説

ト
イ
レ
の
汲
み
取
り
、
撤
去
。

二

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
つ
い
て
（
大
内
）

・

募
金
の
協
力
依
頼
が
来
ま
し
た
。
募
金
を

お
願
い
し
ま
す
。
目
安
は
１
戸
５
０
０
円

で
す
が
、
募
金
な
の
で
任
意
で
す
。
回
覧

に
書
い
て
あ
っ
た
主
旨
に
沿
い
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
報
告
事
項

一

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
状
況
（
鈴
木
）

・
毎
週
土
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
12
ル

ー
ト
つ
く
り
、
２
組
で
順
次
周
り
ま
す
。

・
不
審
者
な
ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

班
長
会
議
を
待
た
ず
に
す
ぐ
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。す
ば
や
い
対
応
が
大
切
で
す
。

二

宅
地
造
成
工
事
住
民
説
明
会
報
告（
大
内
）

（
別
途
２
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。）

三

幹
線
道
路
清
掃
に
つ
い
て
（
池
田
）

・
皆
様
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

・
八
紘
苑
上
の
班
が
担
当
し
て
い
る
理
容
店

さ
ん
北
か
ら
ふ
じ
い
清
掃
入
口
ま
で
の
部

分
の
草
刈
り
に
つ
い
て
、
県
道
な
の
で
県

で
や
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
、
了
解
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
新
年
度
か
ら
）

４
、
そ
の
他

一

防
災
訓
練
及
び
冬
の
イ
ベ
ン
ト
（
大
内
）

・
１２
月
５
日
に
行
な
い
ま
す
。（
上
欄
掲
示
）

 
 
 
 
 
 
 

■
記
録

文
書
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高
松

上志津原
たより

第３６１号

楽しかった運動会

平成22年11月６日発行

体
が
驚
き
で
す
が
、
も
う
珍
し
い
こ
と
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
２
月
に
は
「
住
民
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
発
表
会
」
に
、
８
月
と
９
月
に
は
「
千

葉
県
市
町
村
職
員
研
修
会
」
に
、
と
も
に
千
葉

県
か
ら
招
聘
さ
れ
「
上
志
津
原
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

更
に
現
在
佐
倉
市
か
ら
、
職
員
研
修
で
若
手

職
員
を
派
遣
し
た
い
、
と
い
う
要
請
も
来
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
「
上
志
津
原
の
ま
ち
づ
く
り
」

が
他
の
模
範
に
な
る
と
し
て
注
目
、
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
に
活
用
し
た
い
よ
う
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
・
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
く
ら
ぶ
の
活
動

（
イ
ベ
ン
ト
、
園
芸
、
パ
ソ
コ
ン
、
ラ
ジ
オ
体

操
等
）
に
、
皆
さ
ん
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。 

 
 
 
 
 

（
写
真
・
松
田

肇
）

10
月
２
日
、
池
袋
に
あ
る
淑

徳
大
学
の
「
池
袋
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
バ
ス
」
で
行
な
わ
れ
た
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
開
設
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
「
上
志
津

原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
が
招
聘

さ
れ
、
藤
谷
良
弘
さ
ん
が
「
地
域

活
性
化
の
活
動
か
ら
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
催
し
に
上
志
津

原
が
呼
ば
れ
る
、
そ
の
こ
と
自

発行 上志津原町会
発行責任者 町会長 大内 茂

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

毎
週
土
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

午
後
６
時
に
は
ら
ト
ピ
ア
前
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。
誰
で
も
参
加
は
自

由
。
所
要
時
間
は
約
４０
分
間
で
す
。

上
志
津
原
町
会
は
10
月
17
日
、
原

グ
ラ
ン
ド
で
大
運
動
会
を
行
な
い
ま

し
た
。
大
勢
の
方
が
集
ま
り
、
競
技
に

参
加
し
て
、
秋
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

小
学
各
年
と
中
学
、
高
校
、
20
代
、

３０
代
、
40
代
、
50
代
以
上
、
男
女
で

バ
ト
ン
を
繋
ぐ
地
区
対
抗
リ
レ
ー
は

赤
組
・
東
区
が
勝
ち
ま
し
た
が
、
総
合

で
は
青
組
・
南
区
、
白
組
・
西
区
が
同

点
で
優
勝
し
ま
し
た
。

上
志
津
原
の
開
拓
時
代
に
始
ま
っ

た
こ
の
運
動
会
、今
年
度
は
第
56
回
目

で
し
た
。

まちづくり委、淑徳大学に招聘される

このシンポジウムは電車中
刷り広告も出された公開講
座で参加者は市民と学生。
コメンテーターは矢尾板博
士と並河教授。上志津原か
らの参加者は中山、藤谷、
松田、萩庭、須藤さん。

▲パン喰い競争、佐々木淑子写す。



第３６１号              上 志 津 原 た よ り                   （２）

宅
地
造
成
住
民
説
明
会
開
か
れ
る

【
班
長
会
議
で
の
説
明
】（
中
山
）

・
関
係
会
社
は
エ
ス
テ
ィ
ホ
ー
ム
、
場
所

は
ゆ
た
か
苑
前
か
ら
東
邦
社
宅
前
付
近
ま

で
の
４
８
０
０
坪
。
宅
地
61
区
画
を
造

成
、
公
園
、
集
会
所
が
で
き
る
。

・
開
発
行
為
は
複
数
年
度
に
ま
た
が
り
班

長
会
議
で
対
応
で
き
な
い
た
め
栗
林
以
来

ま
ち
づ
く
り
委
の
任
務
に
な
っ
て
い
る
。

・
９
月
２
日
に
エ
ス
テ
ィ
ホ
ー
ム
か
ら
、

地
権
者
の
同
意
を
得
ら
れ
た
の
で
工
事
を

開
始
し
た
い
と
話
が
あ
っ
た
。

・
つ
い
て
は
９
月
19
日
に
近
隣
住
民
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

【
説
明
会
開
催
】

・
９
月
19
日
実
施
、
工
事
の
安
全
は
確
認

し
た
が
、
出
入
口
が
遊
歩
道
を
横
断
す
る

こ
と
、
抜
け
道
が
狭
い
こ
と
等
へ
の
不
安

が
あ
り
、
再
度
会
合
を
開
く
こ
と
を
要
望
。

11
月
７
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
か
ら
市
職
員
に

来
て
も
ら
っ
て
「
再
説
明

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

（
開
催
通
知
、
回
覧
済
））

動
会
係
の
班
長
さ
ん
が
早
く
か
ら
準

備
に
と
り
か
か
っ
た
こ
と
、
班
長
全

員
が
力
を
合
わ
せ
た
こ
と
、
次
期
班

長
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
等
に

よ
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
競
技
を

運
営
し
て
く
だ
さ
る
上
志
津
原
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
、
キ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ
、

エ
ン
ド
レ
ス
、
ツ
イ
ン
ズ
、
そ
し
て

上
志
津
原
グ
ラ
ン
ド
委
員
会
の
皆
さ

ん
の
お
力
は
と
て
も
大
き
い
と
思
い

ま
し
た
。

競
技
毎
に
入
場
門
に
集
ま
っ
た
人

の
管
理
、
競
技
用
品
の
出
し
入
れ
、

ス
タ
ー
ト
や
ゴ
ー
ル
の
お
世
話
、
号

砲
、
な
ど
、
す
べ
て
、
手
慣
れ
た
も

の
で
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
毎
年
や
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
、
仲

良
く
、
楽
し
く
、
町
の
た
め
に
、
と

い
う
上
志
津
原
の
底
力
を
、
こ
こ
で

も
力
強
く
知
る
思
い
で
し
た
。

Ｔ

町
会
長
の
動
静

【
８
月
】
１
日
、
盆
踊
り
櫓
撤
去
。
第
５
回
班

長
会
議
。
７
、
８
日
、

上
志
津
原
親
子
キ
ャ
ン

プ
大
会
。
７
日
、
14
日
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
。

20
日
、
広
報
会
議
。
21
日
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
。
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
。
26
日
、
旭
市
で
行

な
わ
れ
た
市
町
村
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
促
進
事

業
「
市
民
と
行
政
の
協
働
を
考
え
る
」
出
席
。
27

日
、
社
協
原
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
。
28
日
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
。
上
志
津
二
区
盆
踊
り
大
会
。
29
日
、

第
１
回
自
主
防
犯
委
員
会
。
通
夜
。

【
９
月
】
１
日
、
エ
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
宅
地
造
成

工
事
説
明
会
準
備
。
４
日
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
。

第
６
回
班
長
会
議
。
10
日
、
敬
老
会
準
備
打
ち

合
わ
せ
会
。
11
日
、
上
志
津
中
学
校
体
育
祭
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
。
18
日
、
南
志
津
小
学
校
体

育
祭
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
。
19
日
、
エ
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
宅
地
造
成
工
事
住
民
説
明
会
。
25
日
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
。
２５
日
、
敬
老
会
会
場
準
備
。

26
日
、
敬
老
会
。

（
文
書
係
作
成
の
班
長
会
議
議
事
録
よ
り
）

秋の１日、みんなが競技に参加しました

い
や
は
や
、
驚
き
ま
し
た
上
志
津

原
の
運
動
会
。
ま
ず
、
広
い
グ
ラ
ン

ド
の
広
い
観
客
席
を
埋
め
尽
く
し
た

各
ご
家
族
の
青
い
シ
ー
ト
席
。
ま
る

で
町
会
の
全
ご
家
庭
が
来
て
い
る
と

錯
覚
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。

さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、
集
ま
っ
た

方
々
が
た
だ
見
物
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
老
若
男
女
、
皆
さ
ん
各
競
技

に
積
極
的
に
出
場
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
で
し
た
。「
こ
の
競
技
は
百
人
分
し

か
用
意
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
百
人
で

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
し
ば
し
ば
の
こ

と
。
子
ど
も
は
勿
論
、
年
配
の
方
々

も
次
々
に
競
技
に
出
場
し
て
、
皆
さ

ん
、
お
元
気
な
こ
と
。

そ
し
て
、
綱
引
き
に
し
て
も
何
に

し
て
も
、
若
い
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

世
代
の
方
々
が
大
勢
楽
し
そ
う
に
参

加
し
て
い
る
光
景
。
こ
り
ゃ
、
上
志

津
原
は
当
分
の
間
大
丈
夫
だ
ー
と
思

手
慣
れ
た
競
技
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
層
厚
く

こ
れ
こ
そ
上
志
津
原
の
底
力

▲競技は小学生の100M競争で始まりました。 ▲未就学児のかけっこ ▲小中学生の障害物競争

▼大人の二人三脚リレー

▼昭和を思いだ争

▼風船リレー

運
動
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

地
区
対
抗
リ
レ
ー

▼女性限定、お野菜詰

め放題▼敬老者バランスゲーム

▲協力団体・ボール運び

▲玉入れ

▲飴玉探し競争

▲綱引き

▲小学生綱引き

市
長
さ
ん
、
来
て
く
だ
さ
る

▼５人百足リレー

っ
た
次
第
。

そ
れ
か
ら
、
こ

う
し
て
運
動
会
が

楽
し
く
賑
や
か
に

出
来
た
の
は
、
運



東
京
駅
行
き
高
速
バ
ス
、
原
に
停
車

運
動
会
、
無
事
終
了

 
 
 
 
 
 
 

運
動
会
部
長

佐

藤 
 

誠

１０
月
１７
日
（
日
）
に
予
定
通
り
運
動
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
幅
広
く
沢
山
の

方
々
の
笑
顔
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
準
備
を
進
め
て
き
た
者

と
し
て
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
賞
品
の
買
出
し
も
グ
ラ
ン
ド
草
刈
り
も
雨
に
見
舞
わ

れ
、
ま
た
、
開
催
前
日
ま
で
予
報
で
は
傘
マ
ー
ク
が
取
れ
ず
な
ん

と
不
運
な
こ
と
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
皆
様
の
熱
い
期
待
に

応
え
る
よ
う
に
見
事
に
晴
れ
に
変
わ
り
、
ほ
っ
！
と
胸
を
撫
で
下

ろ
し
ま
し
た
。

競
技
運
営
に
お
い
て
、
町
づ
く
り
委
員
会
様
、
野
球
チ
ー
ム
関

係
者
様
は
じ
め
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
私
ど
も
の
行
き

届
か
な
い
点
を
カ
バ
ー
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
に
と
っ
て
こ
の
大
会
は
、
町
会
員
の

皆
様
１
人
１
人
が
力
を
出
し
合
っ
て
無
事
に
運
動
会
を
成
し
遂

げ
た
と
、
あ
ら
た
め
て
上
志
津
原
の
素
晴
ら
し
い
一
面
を
感
じ
る

こ
と
の
出
来
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
再
来
年
も
、
子
供
た
ち
が
大
人
に
な
り
世
代
が
代
わ
っ

て
も
、
毎
年
変
わ
ら
ず
運
動
会
が
開
催
さ
れ
る
事
を
願
い
ま
す
。

今
度
は
私
自
身
が
支
援
す
る
者
と
な
り
、
微
力
な
が
ら
携
わ
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
運
動
会
開
催
に
あ
た
り
沢
山
の
ご
支
援
ご
寄
付
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
店

お
店
は
２
店
、
子
供
会

と
ふ
く
し
の
お
店
で
す
。

９
月
１
日
、
本
紙
号
外
（
回
覧
）
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
上
志
津
原
に
停
車
す
る

東
京
駅
行
き
の
高
速
バ
ス
が
同
日
就
航
し
、

東
京
駅
に
１
時
間
以
内
で
直
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
10
月
18
日
か
ら

帰
り
の
便
が
平
日
・
土
日
祭
日
と
も
１
便
増

便
に
な
り
ま
し
た
。
上
り
は
ユ
ー
カ
リ
が
丘

（
宮
ノ
台
）
発
で
、
上
志
津
原
の
バ
ス
停
は

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
前
で
す
。

（３）                 上 志 津 原 た よ り                第３６１号

ご
祝
儀
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
 

お
蔭
様
で
盛
大
な
運
動
会
を
営
み
、
町
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
祝
儀
を
い
た
だ
い
た
方
々
を
ご
紹
介

し
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
芳
名
録
順
）

上

志

津

消

防

団

様

明

地 
 
 

功 
 

様

岩

渕

金
四
郎 

 

様

内

野

福

寿 
 

様

迫 
 
 
 

惇 
 
 

様

糸

井

文

子 
 

様

桑

原

秀

成 
 

様

日

比

野

隆 
 

様

藤

野

工

務

店藤
野
與
四
冶
様

㈱
平

野

産

業

様

佐

藤

恒

文 
 

様

上

野

義

弘 
 

様

三

瓶

三

夫 
 

様

平

山

俊

明 
 

様

田

生

妙

則 
 

様

中

野

日
出
夫 

 

様

長

谷

川

梨

園

  

様

白
映
舎
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
様

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様

斎
藤
石
油
㈲

斎
藤
善
徳
様

㈲

本

名

工

務

店

様

㈱

本

名

設

備 
 

様

中
国
料
理

一
龍多

々
良
薫
様

㈲

岩

田

材

木

店

様

社
会
福
祉
法
人
え
の
き
会

オ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
様

上
志
津
二
区
自
治
会

様

田

村

電

工 
 

様

㈲
東
葉
直
線
工
業 

 

様

す
み
れ
葬
祭
砂
川
光
朗
様

㈱
中
央
フ
ー
ズ

金
子
勇
大
様

清

水

初

穂 
 

様

仲

村

忠

二 
 

様

我

妻

製

作

所  

様

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

テ
ィ
ダ
様

長

竹

ト
ヨ
子 

 

様

㈱
吉
田
電
設

吉
田

剛
様

㈲

光

富

工

業 
 

様

ス
ナ
ッ
ク

み
の
り

様

㈲
リ
ト
ル
ベ
ア
ー 

 

様

南
志
津
ツ
イ
ン
ズ 

 

様

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・

ル
ー
チ
エ
様

■
総
合
優
勝
は
？

16
競
技
の
う
ち
６
競
技
が
対

抗
戦
に
な
っ
て
お
り
、
得
点
を
競

い
ま
し
た
。 
 
 
 
 
 
 

点

優
勝

白
組
・
南
区

１
３
０
０

 
 
 

緑
組
・
西
区

１
３
０
０

３
位

赤
組
・
東
区

１
０
０
０

運
動
会
ス
ケ
ッ
チ

■
１
等
は
米
30
キ
ロ

す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
閉

会
式
が
終
り
最
後
の
最
後
に
お

楽
し
み
の
抽
選
会
。
３
等
は
米

１０
キ
ロ
３
人
、
２
等
は
す
て
き

な
箱
も
の
の
賞
品
、
そ
し
て
１
等

は
な
ん
と
米
30
キ
ロ
。
当
た
っ

た
方
が
こ
れ
を
や
す
や
す
と
肩

に
担
い
だ
の
で
び
っ
く
り
。

■
選
手
宣
誓

■
入
場
門
の
賑
わ
い

上志津原時刻表
（内は内陸、Ｇはグリーン、京は京成）

■東京駅行

平 日 土・日祭日

０５時３９分Ｇ

０８時３９分Ｇ ０８時３９分Ｇ

１６時１９分内 １６時１９分京

■東京駅発

平 日 土・日祭日

１５時０５分京 １３時５５分京

   ▼ （増発便） ▼

原着16時01分 原着14時51分

２１時３５分内 ２２時３５分内

   ▼       ▼

原着22時31分 原着23時31分
ただし、お盆（８／13～15）と年末年始
（12／30～１／3）は「土･日祭日」で運
行します。

10
月
18
日
増
便

幹
線
道
路
一
斉
清
掃

９
月
４
日
、
上
志
津
原
町
会

は
町
会
員
総
出
で
、
秋
の
幹
線

道
路
の
清
掃
を
行
な
い
ま
し

た
。
お
蔭
様
で
町
は
す
っ
か
り

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

幹
線
道
路
清
掃
作
業
の
お
礼

環
境
衛
生
係

池
田
三
知
子

恒
例
の
幹
線
道
路
の
清
掃
は
、皆

様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
と
ど
こ
お

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
は
連

日
猛
暑
が
続
き
当
日
も
か
な
り
重

労
働
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
故
も
な

く
目
的
を
達
成
す
る

す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の

ご
協
力
の
賜
と
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。ま

た
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
山
下
様
、
三
瓶

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選手宣誓をする横山ゆ
うか、坂本ひな、延藤
なおきさん。

優勝カップを手にする

白組と緑組の代表

上
志
津
一
区
自
治
会

様

長

谷

川

定

子
  

様

栫 
 
 

勝

博 
 

様

越

阪

部

梨

園 
 

様

エ

ン

ド

レ

ス 
 

様

渡
部
鉄
興
㈱  

渡
部
伸
也
様

菅

原

電

設 
 

様

町
会
長

大

内

茂

様

池

田

三
知
子 

 

様

角

栄

ガ

ス

㈱

様

志
津
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
藤
信
一
様

キ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ 

 

様

㈲
ス
カ
イ
ア
ン
ド
ス
ィ
ー

宮
本
武

様

上
志
津
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様

萩

庭

一

彦 
 

様

根

本

す
み
子 

 

様

勝
田
台
菊
富
士
２
号
店

秋
山
秀
雄
様

新

舘

庄

也 
 

様

中

山

亜

茂 
 

様

学
研
上
志
津
原
教
室

 
 
 
 
 

廣
川
睦
子
様

㈲

ふ

じ

い

清

掃

 
 
 
 
 

藤
井
謙
子
様

山

下

好

弘 
 

様

中

原

造

園 
 

様

高

橋

富
美
江 

 

様

南

志

津

小

学

校

様

明
治
牛
乳
南
志
津
販
売
所
様

中

山

君

雄 
 

様

田

上

正

敏 
 

様

大
久
保

峯

夫 
 

様

庄

子

信

男 
 

様

山

下 
 
 

好 
 

様

㈲
ア
ン
ド
ウ
建
窓 

 

様

石

川

恒

次 
 

様

佐

藤

 
 

誠 
 

様

南
志
津
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様

奈

良

忠

治 
 

様

宮

武

孝

吉 
 

様

上

志

津

中

学

校

様

㈲
速
水
工
務
店
速
水
孝
一
様

小
澤
税
務
会
計
事
務
所
様

㈲
森
本
水
道
工
業 

 

様

入場門にはレース毎に百人単位の選手が集ま
り、終日賑わいました。



お
知
ら
せ

転

入

西
地
区

吉
野
２
班

国

分

雄

一

さ
ん

７
月

転

出

東
地
区

八
紘
苑
下

横

川

俊

夫

さ
ん

６
月

よ
う
こ
そ
！

編
集
後
記

今
年
も
上
志
津
原
大
運
動
会
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
順
位
よ
り
も
詰
め
る
こ
と
に

必
死
の
お
野
菜
詰
め
放
題
！
応
援
も
大
興
奮

の
地
区
対
抗
リ
レ
ー
。
笑
い
あ
り
、
感
動
あ

り
。
あ
っ
と
い
う
間
の
１
日
で
し
た
。

昨
年
、
約
30
年
ぶ
り
に
運
動
会
に
参
加
。

子
ど
も
の
頃
と
変
わ
ら
ぬ
光
景
に
懐
か
し
さ

を
覚
え
た
の
と
同
時
に
、
１
９
５
４
年
の
運

動
会
開
始
以
来
、
変
わ
ら
ず
大
切
に
育
ま
れ

て
き
た
、
地
域
の
人
の
繋
が
り
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
。
も
っ
と
参
加
し
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
と
、
少
々
後
悔
も
し
ま
し
た
。

世
代
交
代
し
、
町
の
趣
が
変
わ
っ
て
も
、

秋
は
運
動
会
・
夏
は
盆
踊
り
大
会
。
変
わ
ら

ず
続
い
て
い
る
と
い
い
な
ぁ
。

目
指
せ
！
第
１
０
０
回
上
志
津
原
大
運
動

会
！
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
上
村
）

■
今
号
掲
載
の
写
真

本
名
真
弓
、
佐
々
木
淑
子
、
上
村

綾

中
山
亜
茂
、
松
田

肇
、
ほ
か

■
編
集

町
会
広
報
部
■
印
刷

花
島
印
刷

第３６１号              上 志 津 原 た よ り                   （４）

ひ
と
つ
だ
け
の
花
」
等
を
元
気

一
杯
に
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
上
志
津
原
在
住
の

羽
山
晃
さ
ん
に
よ
る
「
手
品
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。
上
手
な
手

さ
ば
き
に
見
と
れ
、
会
場
は
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
に
。

次
に
「
川
柳
大
会
」
が
あ
り
ま

し
た
。
敬
老
会
出
欠
の
返
信
は
が

き
を
い
た
だ
く
際
に
「
川
柳
を
一

句
ひ
ね
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
」
と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
20

句
も
の
ご
寄
稿
が
あ
り
、
会
場
で

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
い
ず

れ
も
傑
作
、
力
作
ぞ
ろ
い
の
微
笑

ま
し
い
も
の
で
し
た
。

ホームページ「ようこそ上志津原へ」

町会のページ
最新の番組

№６８（２０１０、１０、２２ＵＰ）
１、上志津原「大運動会」開催

№６７（２０１０、１０、１１ＵＰ）
１、森の茶屋１０月店オープン
２、双葉会児童公園清掃風景
３、「書を楽しむ会」ますます盛況
４、淑徳大学シンポジュウムで発表
№６６（２０１０、９、２７ＵＰ）

１、和やかな敬老会でした
２、宅地造成住民説明会行なわれる
№６５（２０１０、９、１４ＵＰ）

１、千葉県市町村行政職員研修に「上
志津原まちづくり委」招聘される

２、東京駅に直行「高速バス」、上志

津原に停留所
３、秋の幹線道路一斉清掃終了
４、「書を楽しむ会」盛況

「ようこそ上志津原へ」で検索してください。

町
会
差
し
入
れ
の
お
花
が
演
壇
を

飾
る
中
、
式
典
は
国
家
斉
唱
で
始
ま

り
、
来
賓
の
佐
倉
市
議
会
議
長
・
臼

井
尚
夫
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
90
歳
を
迎

え
ら
れ
た
方
へ
の
記
念
品
贈
呈
が
あ

り
、
出
席
さ
れ
た
清
水
初
穂
様
、
長

竹
ト
ヨ
様
、
伊
集
院
千
代
様
に
目
録

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
南
志
津
小
学

校
５
年
生
の
増
田
美
奈
さ
ん
が
敬
老

■
第
２
回
防
犯
連
絡
会
開
催

10
月
24
日
、
20
名
が
出
席

し
て
開
か
れ
、
登
下
校
の
危
険
箇

所
や
不
審
者
情
報
、
交
通
を
は
じ

め
地
域
事
情
の
諸
問
題
に
つ
い

て
熱
心
に
話
し
合
い
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

賑
わ
う
森
の
茶
屋

10
月
８
日
、
社
協
原
ブ
ロ
ッ
ク
の
森
の

茶
屋
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
渡
辺
勝
雄
さ

ん
の
「
相
撲
甚
句
」
と
「
宮
城
長
持
唄
」、

菊
の
会
（
世
話
役
・
内
田
さ
ん
）
の
民
舞

「
火
の
国
太
鼓
」［
銚
子
大
漁
節
］
を
楽
し

み
ま
し
た
。

菊
の
会

の
出
演
者
は

金
子
さ
ん
、

森
重
さ
ん
、

庄
子
さ
ん
、

横
田
さ
ん
の

４
人
で
す
。

こ
の
日
は

雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
30

名
を
越
え
る

方
が
参
加
さ

れ
、
歓
談
に
話
の
花
が
咲
い
て
賑
や
か
で

し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
回
は
12
月
11

日
（
土
）
午
後
１
時

半
か
ら
、
参
加
者
同

士
の
お
話
か
ら
次
回

は
皆
で
民
謡
を
歌
お

う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
元
気
で
！

サ
ー
ク
ル
「
ち
ゃ
ら
」
の
知

脇
和
代
さ
ん
、
蒲
田
眞
理
子
さ
ん

に
よ
る
福
祉
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
「
東
京

ラ
ブ
ソ
テ
イ
」
な
ど
を
歌
い
な
が

ら
会
場
全
体
で
、
手
足
を
動
か
し

て
唄
い
、
踊
る
も
の
で
、
楽
し
さ

に
会
場
は
ノ
リ
ノ
リ
で
、
58
人

全
員
が
笑
顔
、
笑
顔
で
し
た
。

最
後
に
会
場
の
全
員
で
「
ふ
る

さ
と
」
を
合
唱
し
て
閉
会
、
「
今

日
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」「
敬

老
会
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
催
し

だ
と
は
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」

「
久
し
ぶ
り
に
皆
に
会
え
て
よ

か
っ
た
」、
な
ど
と
言
葉
を
交
わ

し
な
が
ら
家
路
に
つ
か
れ
ま
し

た
。な

お
、
敬
老
会
に
あ
た
り
班
長

さ
ん
ほ
か
町
ぐ
る
み
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

敬
老
会
に
ご
出
席
で
き
な
か

っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
す

べ
て
の
皆
様
の
、
ご
長
寿
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

（
社
会
福
祉
協
議
会

 
 
 
 

上
志
津
原
ブ
ロ
ッ
ク
）

敬
老
会
、
楽
し
く
行
な
わ
れ
る

９
月
26
日
、
は
ら
ト
ピ
ア
で
敬
老
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
招
待
さ

れ
た
の
は
上
志
津
原
在
住
75
歳
以
上
の
方
１
６
０
名
で
、
う
ち
５
８
名

の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
敬
老
会
は
、
長
年
地
域
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

の
長
寿
を
お
祝
い
し
、
佐
倉
市
が
主
催
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
佐
倉
市

社
協
と
志
津
南
地
区
社
協
）
が
運
営
。
下
志
津
小
学
校
、
南
志
津
小
学

校
、
は
ら
ト
ピ
ア
の
三
会
場
で
開
催
さ
れ
、
上
志
津
原
会
場
は
上
志
津

原
ブ
ロ
ッ
ク
（
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
宮
坂
妙
美
）
が
設
営
し
ま
し
た
。上は敬老作文を朗読

する増田美奈さん。

作
文
を
朗
読
、
双
葉
会
会
長
の
田

上
正
敏
さ
ん
の
音
頭
で
万
歳
を

三
唱
し
、
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

式
典
後
佐
倉
ふ
る
さ
と
体
操

で
身
体
を
動
か
し
そ
し
て
昼
食
、

お
弁
当
が
配
膳
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
の
演
芸
で
は
上
志
津

原
子
供
会
の
皆
さ
ん
が
「
世
界
に

上
志
津
原
の
ま
ち
づ
く
り

来
賓
挨
拶
か
ら

来
賓
と
し
て
挨
拶
さ
れ
た
臼

井
尚
夫
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
お

話
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

上
志
津
原
の
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
は
、
県
か
ら
も
、
よ
く
や
っ

て
い
る
と
お
ほ
め
の
言
葉
を
頂

戴
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
の
上
志
津
原
は
茫
茫

た
る
原
野
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、

今
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
最
初

に
開
拓
に
入
ら
れ
た
方
々
が
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
ご
苦
労
を

さ
れ
て
開
拓
、
み
な
さ
ん
の
力
で

ま
ち
づ
く
り
を
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
中
か
ら
こ
の
町
の
心
棒

が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

次回は 12月 26日（日）

午前９時 30分から、皆様

どうぞご参加ください。

 
 

■

演
芸
タ
イ
ム
の
途
中

で
、
各
地
の
敬
老
会
を

ま
わ
ら
れ
て
い
る
佐
倉

市
長
の
蕨
和
雄
さ
ん
が

到
着
、
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。


